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京野菜の桂ウリの摂取により得られるメチルチオ酢酸の 

発がん抑制効果 
Cancer chemopreventive effect of methylthio acetic acid that can be taken from Katsura-uri, 

heirloom vegetables in Kyoto 
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Our goal is to realize cancer chemopreventive effects of methylthio acetic acid (MTA), whenever human 

take Katsura-uri (3.0 µg of MTA in 100 g flesh). On two-stage mouse skin carcinogenesis test, MTA was spread 

to the skin in a preliminary experiment, and was administered orally in the following experiment. In the skin 

spreading, delay in expression of papilloma and decrease the number were successfully observed. MTA also 

decreased the number of papillomas in the oral administration (0.025-1.0 mg/ml). These data offer potentially 

new cancer chemopreventive chemical in Katsura-uri, and would be expected to determine its lowest effective 

level in future. 

 

【目的】 

 メチルチオ酢酸（MTA）の発がん抑制効果をマウス皮膚二段階発がん試験によって検証する。 

 

【方法】 

 マウス皮膚二段階発がん試験でイニシエーターとしてジメチルベンズアントラセン（DMBA）を、

プロモーターとしてホルボールエステルである TPA を 20 週間皮膚に塗布して発生したパピローマの

発現遅延効果、発現個数の減少を指標として発がん抑制効果を検証した。被験物質の MTA は、予備

試験では皮膚に塗布、本試験では自由飲水により経口摂取（0.025 mg/ml、0.25 mg/ml、1.0 mg/ml）さ

せた。 

 

【結果】 

 MTA を皮膚に塗布投与した予備試験では、パピローマの発現遅延効果、発現個数の減少が観察され

た。MTA を経口摂取（1.0 mg/ml）させた場合でもこれと同様の効果が観察され、0.025 mg/ml、0.25 mg/ml

の場合は、パピローマの発現個数の減少が観察され、発現遅延効果は抑制傾向にあった。 

 

【結論】 

 MTA を塗布投与した場合だけでなく経口摂取した場合においても発がん抑制効果を見出すことが

できた。飲水中の MTA 濃度 1.0 mg/ml を標準として、その 1/4 から 1/40 の低濃度でも発がん抑制効

果が観察された。今後、さらに低濃度の MTA を投与して MTA の最小作用量を決定し、最終的には桂

ウリ（果肉 100 g 中に MTA 3.0 µg を含有）を摂取したときに発がん抑制効果を得られることを期待し

ている。 


